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地域にふれあいと笑顔を広げるおてつだい

出前講座　（2/14　保原）
町内会の集会に「レクリエーション講座」をお届け。
1人だけ参加していたお子さんも、元気にレクリエーションを楽しんでいました。

みんなのげ んき

調理ボランティアスキルアップ研修会（3/9 保原）



５つの重点施策

1	

組
織
運
営
の
充
実
強
化

	

①	�

安
定
し
た
経
営
、
組
織
体
制
の
見
直

し
に
向
け
て
の
現
状
分
析

	

②	

理
事
会
、
評
議
員
会
の
開
催	

	
	

③	

定
期
監
査
の
実
施
（
年
２
回
）		

	

④	�

役
職
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修

会
・
諸
会
議
の
開
催

2	

経
営
基
盤
の
確
立

	

①	�

社
協
会
員
の
加
入
促
進
（
自
主
財
源

の
確
保
）	

	
	

	

②	

受
託
事
業
の
適
正
運
営	

	
	

③	�

介
護
保
険
事
業
及
び
障
害
者
総
合
支

援
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
分
析
と
対
策

3	｢

地
域
福
祉
活
動
計
画
」
の
普
及
・
推
進
・
策
定

	

①	�『
伊
達
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
後

期
）』
の
実
践･

評
価

	
	

○�

後
期
計
画
の
実
行
期
間 

5
年
目
―

福
祉
共
育
・
相
談
支
援
の
充
実
を

図
り
、
関
係
機
関
・
小
地
域
福
祉

活
動
団
体
と
の
協
働
実
践
を
推
進

	

②	�『
伊
達
市
地
域
福
祉
活
動
計
画
（
第
2

次
）』
の
策
定

 

新	

○�

策
定
委
員
会
・
作
業
委
員
会
を
組

織
し
、第
2
次
活
動
計
画
（
５
ヵ
年
）

を
策
定

 

新	

○�

第
2
次
活
動
計
画
に
係
る
福
祉
ニ
ー

ズ
を
把
握
す
る
た
め
調
査
を
実
施

4	

地
域
リ
ー
ダ
ー
と
の
連
携

	

①	

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催

	

②	

各
種
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

	

③	

地
域
福
祉
事
業
検
討
会
議
の
開
催

	
④	

関
係
機
関
等
と
の
懇
談
会
開
催

 
新	
○�

当
事
者
組
織
等
と
の
意
見
交
換
、
懇

談
会
を
開
催
（
第
２
次
活
動
計
画
）

5	

地
域
福
祉
事
業
の
推
進

	

①	

適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
の
実
践	

	
	

・�

出
前
型
講
座
（
サ
ロ
ン
・
福
祉
会
・

地
区
社
協
・
当
事
者
組
織
等
）

	

②	

小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
の
支
援	
	
	

○�

福
祉
活
動
推
進
組
織
の
運
営
支
援

及
び
活
性
化
を
推
進
す
る

	
	

○�

地
域
組
織
化
懇
談
会
を
開
催
し
、
地

区
社
協
等
の
立
上
げ
支
援
を
行
う 

	

③	�

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業

の
普
及
拡
大

	
	

○�

小
地
域
に
お
け
る
各
種
「
サ
ロ
ン
」

の
立
上
げ
、
継
続
支
援
を
行
う

	
	

・�

い
き
い
き
・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

	
	
  

（
地
域
・
子
育
て
）		

	
	

・
地
域
サ
ロ
ン
の
会
（
研
修
）

１
．
財
政
基
盤
の
確
立
に
努
め
ま
す

２
．
福
祉
力
を
高
め
る
た
め
の
事
業
推
進
に
取
り
組
み
ま
す

３
．
社
会
資
源
の
有
効
活
用
を
図
り
、
事
業
を
推
進
し
ま
す

４
．
各
種
相
談
支
援
体
制
の
構
築
強
化
を
め
ざ
し
ま
す

５
．
関
係
機
関･

団
体
と
連
携
し
、
住
民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
支
援
に
努
め
ま
す

	

④	

高
齢
者
福
祉
事
業
の
充
実	

	
	
	

○�

孤
立
化
を
予
防
す
る
見
守
り
支
援

や
、
地
域
の
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
の
ふ
れ
あ
い
型
事
業
を
拡
充

	
	

・
一
人
暮
ら
し
会
食
会
（
70
歳
以
上
）

	
	

・�

一
人
暮
ら
し
配
食
訪
問
（
70
歳
以
上
）

	
	

・�

一
人
暮
ら
し
バ
ス
旅
行
（
70
歳
以
上
）

	
	

・
二
人
暮
ら
し
バ
ス
旅
行
（
75
歳
以
上
）	

	
	

・�

地
域
型
高
齢
者
会
食
会（
地
区
社
協
等
）

	
	

・�

歳
末
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	
	

（
お
せ
ち
料
理
等
宅
配
・
声
か
け
訪
問
）

	
	

・�

介
護
者
の
つ
ど
い

	
	
	

（
在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
）	

	
	

・�

一
人
暮
ら
し
さ
さ
え
愛
電
話

	
	
	

（
定
期
的
な
安
否
確
認
）

	
	

・�

こ
た
つ
布
団
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
事
業

（
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
70
歳
以
上
）

	
	

・�

高
齢
者
安
心
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

（
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
70
歳
以
上
）

	

⑤	

障
が
い
児･

者
福
祉
の
充
実	

	
	
	

〇�

障
が
い
児
・
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
の
ふ
れ
あ
い
型
事
業
を
開
催

	
	

・
さ
わ
や
か
ス
ポ
ー
ツ
大
会

	
	

・
た
の
し
い
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会

	
	

・
み
ん
な
の
ク
リ
ス
マ
ス
会

	
	

・
ふ
れ
あ
い
昼
食
会	

	
	

⑥	

児
童
福
祉
・
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実	

	
	

・�

小
学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
へ
の

出
向
き
型
福
祉
共
育

	
	

・
サ
マ
ー
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

	
	

・
子
育
て
サ
ロ
ン
支
援
事
業

	

⑦	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営

	
	

〇�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

	
	

○�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

平成 28 年度当初予算
総額 685,139 千円

収 入
（単位 : 千円）

会費収入
20,262

補助金収入
53,475

受託金収入
64,851

介護保険収入
279,335

障害福祉サービス等
事業収入
82,706

その他の収入
24,163

積立預金
取崩収入
78,916

前年度繰越金
81,431

地域福祉推進事業 33,735

共同募金配分金事業 16,300

資金貸付事業 11,197
施設管理運営事業 23,421

地域包括支援センター事業 41,523
居宅介護支援事業 31,462

ホームヘルプ
サービス事業
88,196

支 出
（単位 : 千円）

法人運営事業
175,309

デイサービス
センター事業
191,531

障がい児通所支援事業
61,379

相談支援事業
11,086

はーとふるだて　2016.4 2



	
	

〇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	

〇
児
童
発
達
支
援
事
業

	
	

〇
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	

〇
日
中
一
時
支
援
事
業

	
	

〇
相
談
支
援
事
業

	

③	

高
齢
者
受
託
事
業

	
	

〇
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

	

④	

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
開
催	

8	

各
種
募
金
運
動
の
推
進

	

①	

日
本
赤
十
字
社
社
員
増
強
運
動
（
５
月
）	

	

②	�

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

	
	

（
10
月
〜
12
月
）

	

③�	

伊
達
地
方
日
赤
有
功
会
・
伊
達
方
部

赤
十
字
奉
仕
団
連
絡
協
議
会
へ
の
支
援

	

⑫	

災
害
見
舞
金
の
交
付

	
	

○�

火
災
、
水
害
の
罹
災
世
帯
に
対
し
、

見
舞
金
を
支
給
す
る

	

⑬	

助
成
金
及
び
祝
い
金
品
贈
呈
事
業

	
	

○�

福
祉
推
進
団
体
グ
ル
ー
プ
等
に
対

し
事
業
等
へ
の
助
成
を
行
う

	
	

・
福
祉
会
・
地
区
社
協
へ
の
助
成

	
	

・
方
部
民
生
委
員
協
議
会
へ
の
助
成

	
	

・�

福
祉
団
体
へ
の
助
成

	
	
	

（
老
ク
連
・
身
障
福
祉
会
・
親
の
会
等
）

	
	

・�

障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所

	
	
  

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
へ
の
助
成

	
	

・�

敬
老
会
実
施
団
体
へ
の
助
成

	
	
	

（
婦
人
会
・
区
民
会
等
）

	
	

・�
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
（
サ
ー
ク
ル
）

へ
の
活
動
支
援
金
助
成

	
	

・
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
運
営
費
等
の
助
成

	
	

・�

障
が
い
者
診
断
書
助
成
（
手
帳
取
得

申
請
）

	
	

・�

権
利
擁
護
（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）

利
用
者
負
担
へ
の
助
成

	
	

・�

高
齢
者
作
品
展
開
催
へ
の
助
成

	
	
	

（
各
町
老
ク
連
）	

	
	
	

○�

該
当
者
に
対
し
、
表
彰
式
等
に
お

い
て
祝
い
金
品
を
贈
呈
す
る

	
	

・
百
歳
賀
寿
祝
金
の
贈
呈

	
	

・
金
婚
夫
婦
へ
の
祝
品
贈
呈

	
	

・�

特
別
支
援
学
校
通
学
家
庭
へ
の
図
書

カ
ー
ド
贈
呈

	
	

・
全
国
大
会
出
場
等
激
励
金
の
贈
呈

	

⑭	�

大
学
・
専
門
学
校
等
の
資
格
取
得
に

係
る
実
習
生
等
の
受
け
入
れ

の
推
進

	
	

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

	
	

・�
地
区
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

	
	
	

（
集
ま
れ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
開
催
）

	
	

○
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会
の
開
催

	
	

・�

分
野
別
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

	
	
	

（
調
理
・
傾
聴
・
運
転
等
）

	
	

○
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

 

新	

・
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
６
月
〜
12
月
）

 

新	

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
地
区
講
座

	

⑧	

相
談
支
援
事
業
の
充
実
・
連
携

	
	

○�

弁
護
士
に
よ
る
巡
回
相
談
会

	
	
	

月
1
回
・
年
間
12
回	

	
	

○�

障
が
い
者
就
労
支
援
（
就
労
サ
ポ
ー

ト
専
門
員
配
置
）
事
業
の
受
託
運
営

	

⑨	�

低
所
得
者
世
帯
向
け
資
金
制
度
の

	
	

適
切
な
貸
付
・
相
談
支
援

	
	

○�

相
談
窓
口
（
本
所
・
支
所
）
体
制

の
充
実

	
	

・�

生
活
福
祉
資
金
（
県
社
協
か
ら
受
託
）

	
	

・
生
活
援
助
資
金	

	
	

⑩	�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

	
	

（
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー
ト
）
の
推
進

	
	

○�

利
用
者
と
の
初
期
相
談
・
契
約
及
び

ケ
ー
ス
対
応
（
県
社
協
か
ら
受
託
）

	
	

○�

日
常
的
な
金
銭
管
理
サ
ー
ビ
ス

	
	
	

（
相
談
援
・
支
援
員
と
の
連
携
）

	
	

○�

適
切
な
利
用
に
む
け
て
の
周
知
、
広

報 

（
相
談
援
助
機
関
と
の
研
修
）

	

⑪	

苦
情
解
決
事
業
の
積
極
的
な
取
り
組
み	

	
	

○�

苦
情
解
決
委
員
会
の
適
切
な
運
営
、

連
絡
及
び
連
携
を
図
る

	

⑮	

車
椅
子
同
乗
自
動
車
貸
出
事
業	

	

⑯	

福
祉
バ
ス
貸
出
事
業

6	

広
報
啓
発
事
業
の
展
開

	

①	

福
祉
表
彰
式
の
開
催

	

②�	

広
報
誌
「
社
協
だ
よ
り
」
の
発
行

	
	

（
年
６
回
）		

	
	

③	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供

7	

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
適
切
経
営

	
①�	

介
護
保
険
事
業
・
介
護
予
防
事
業
・
総

合
支
援
事
業
及
び
地
域
支
援
事
業
の
健

全
経
営	

	
	

	
	

〇
居
宅
介
護
支
援
事
業

	
	

〇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	
	

〇
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

	

②	�

障
害
者
総
合
支
援
法
に
よ
る
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
経
営	

	
	

〇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業

平成 28 年度当初予算
総額 685,139 千円

収 入
（単位 : 千円）

会費収入
20,262

補助金収入
53,475

受託金収入
64,851

介護保険収入
279,335

障害福祉サービス等
事業収入
82,706

その他の収入
24,163

積立預金
取崩収入
78,916

前年度繰越金
81,431

地域福祉推進事業 33,735

共同募金配分金事業 16,300

資金貸付事業 11,197
施設管理運営事業 23,421

地域包括支援センター事業 41,523
居宅介護支援事業 31,462

ホームヘルプ
サービス事業
88,196

支 出
（単位 : 千円）

法人運営事業
175,309

デイサービス
センター事業
191,531

障がい児通所支援事業
61,379

相談支援事業
11,086

平成 28 年度  事 業 計 画
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平成28年度
出前講座のご案内

ボランティア講座1年間おつかれさま！

サロンや福祉会などに、楽しいことや役立つことをお届けしてい
ます。新年度から内容も新しくなりましたので、みなさんからの
声かけをお待ちしています！

1年間シリーズで行った講座への参加者から、様々な感想が届きました。今後の豊かな生活に役立ってもらいたいです。

気をつけよう！身近なこと
なかなか減らない消費者被害をなくしたい！とい
う思いから始まった講座です。28 年度は多発し
ている「マイナンバー制度」に便乗した詐欺の
手口等について寸劇で紹介するの
で、楽しみながら学びましょう♪

レクリエーション講座
みなさんと一緒に楽しみたい !ということから始
まった講座です。大きい声を出したり、ゲームをし
たり、頭や身体を動かしたりして、一緒に楽しい時

間を過ごしましょう！みなさんの
笑顔に会えるのがたのしみです !

健康で元気！！
地域のみなさんが健康に過ご
せるように、どんなことがで
きるかを一緒
に考えていき
ましょう。

学びの講座
「認知症」を正しく理解したり
「ボランティア」への関心を深
めたり、「支えあい」を学んで
みませんか ?

ふくし講座
地域づくりや、福祉の制度（権
利擁護や財産管理）の身近な
情報を 30分でお伝えします

氏名  □□　□□
住所  □□県□□市□□町 0-0-0
生年月日  平成□年□月□日　性別 □
　　　　　　20XX年 X月 X日まで有効
　　　　　　 セキュリティコード　1234

個人番号
カード

小学4.5.6年生向け
ジュニアボランティア講座

高校生から社会人向け
ボランティア基礎講座

いつもたくさん参加して学んでくれたこと、
うれしかったです !

5 年　霜山和馬くん
　目に障がいがある人は白
いつえを使って歩くことが
わかりました。なので点字
ブロックには自転車を置か
ないようにしたいです。

5 年　芳賀鈴夏ちゃん
　初めて募金をしたけど、
やってよかったです。終
わった後のゴミ拾いも、す
ごく良い気持ちになりま
した。

6 年　渡邊柚花ちゃん
　ボランティアで気付いた
事は「人間は皆同じ」「障が
いがあっても笑顔もある」
ということです。大人になっ
てもここで学んだ事を忘れ
ないようにしたいです。

6 年　菅野優愛ちゃん
　ウォークラリーでは普段
障がいがある人と話す機会
がないので、一緒に楽しく
参加できてよかったです。

どの回もみなさんが前向きに、真剣に取り
組んでいる姿がとてもステキでした。

参加したことで、色々な人
がいることや、ボランティ
アはみんなが笑顔になる
ことがわかってよかった
です。

ボランティアはやってあげ
るのではなくて、やらせて
もらうこと、それで私たち
が力をもらっていることに
気づきました。

ジュニアボランティアや
お年寄り、違う世代の人た
ちとコミュニケーション
がとれて、自分も笑顔にな
れました。

色々な価値観に触れること
ができて、大変勉強になり
ました。みんなで協力して、
一つの目標を達成できたよ
うに思います。
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3月の事業

障がいがある方やその家族を対象にした昼
食会を行いました。外出してゆっくり食事
をし、参加者同士の交流ができるように始
まった事業です。今年も穴原温泉でバイキ
ングを堪能した後、「蝉

せんそう

創」（伊達：代表 鈴
木寛さん）さんによる和太鼓演奏を楽しみ
ました。「楽し
かった！」「ま
た絶対来るね」
という声が多
く聞こえたひ
とときでした。

ふれあい昼食会	 3月5日（土）

市内の調理ボランティア5団体 31名を対象
に、研修会を行いました。前半は県北保健
福祉事務所より「調理上の食品衛生面」に
ついての講義を受け、後半は保原町のレス
トラン『Trattoria LA Wasabi』の末永オー
ナーシェフによるイタリア料理教室を実施。
日頃の活動に
生かせるよう、
一人ひとり真
剣に取り組ん
でいました。

調理ボランティアスキルアップ研修

70 歳以上で一人暮らしの方を対象に、会食
会を行いました。3月は保原と月舘で実施し、
ボランティアによる紙芝居や、幼稚園児のお
遊戯を楽しんだ後、調理ボランティアによる
早春の献立に舌鼓をうちました。帰りに「やっ
ぱり来てよかった」という声があり、次回も
また元気にお
会いできるこ
とを楽しみに
しています。

ひなまつり会食会

新しいこと・はじめてみませんか?
障がい者

ボラン
ティア

高齢者

平成 28年度 手話奉仕員の養成講座

保原 99名参加
月舘 27名参加

手話は「はなしことば」です。手話で聴覚等の障がいのある方
達を理解し、支援する手話奉仕員の養成講座を開催します。
対 象 者　�伊達市に住んでいる方、または、伊達市に通勤してい

る方のうち18歳以上の方で初めて手話を学習する方。
会　　場　保原中央交流館（大会議室）
開催期間　平成 28年 6月～平成 28年 12月
　　　　　毎週水曜日19:00 ～ 20:30
　　　　　毎月1回土曜日9:30 ～ 12:45（祝日の場合は休講）
　　　　　全 40講座と6講義
定　　員　20名（申込多数の場合は抽選）
受 講 料　3,240円（テキスト代）
申込方法　�伊達市社会福祉協議会へ申込書を提出してください。

申込書は、社協本所・支所の窓口のほか、伊達市社
協のホームページからもダウンロードできます。

申込期限　平成 28年 5月 27日（金）まで
そ の 他　※�都合により、会場、日程等を変更することがあります。
　　　　　※�今回の養成講座は、入門課程・基礎課程があり、

それぞれの課程を 7割以上受講した場合、修了証
書を発行します。

問合せ先　伊達市社会福祉協議会（本所：地域福祉課）
　　　　　024-576-4050

日本赤十字社
「平成 28年熊本地震災害義援金」について

　4月14日に発生した熊本県熊本地方を震源とする最大震
度７の地震により、熊本県益城町を中心に大きな被害がでて
おります。
　この災害で被災された方々を支援するため、下記のとおり
義援金を受け付けます。
受付期間：平成28年 4月15日（金）から6月30日（木）まで
協力方法　下記の方法によりご協力ください。
	　①郵便振替口座（ゆうちょ銀行・郵便局）
　　口座番号　00130-4-265072
　　加入者名　日赤平成28年熊本地震災害義援金
　　※窓口での振込みの場合は、振込手数料は免除されます。

　②銀行振込
　　東邦銀行　南福島支店（普通預金）
　　口座番号　：　612650
　　口座名義　：　日本赤十字社福島県支部
　　※東邦銀行窓口における同行間の送金手数料は無料です。
　③伊達市社会福祉協議会 ( 日赤伊達市地区・分区）
　　社会福祉協議会の各支所窓口でも受付します。

皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

はーとふるだて　2016.45



月舘デイサービスセンター

◆介護者からの一言（お嫁さんの真智子さんより）
　デイサービスを始めて利用したときは、不安な様子でしたが、帰宅すると「楽しかったよー」と笑顔で話し
てくれました。
　同世代の利用者の方たちとお話しするのは、良い刺激になっているようです。
　これからも、健康に気遣いながら見守っていきたいと思います。

事業所だより事業所だより

　「月舘デイサービスセンター」は、月舘総合支所の近くにあり、月舘保健福祉センターやまゆりの敷地内にあります。
　また、昨年７月10日に開通した御代田バイパスもそばにあり、交通の便は、ますますよくなっています。
　センターでは、高齢者の方や障害者の方に、日帰りで入浴・食事・レクリエーションを楽しんでいただいています。
　ご利用者様の中で、5月に92歳になられる齋藤久子様のご様子を取材させていただきました。
　久子さんは、月舘町布川にお住まいで、息子さんとお嫁さんの3人暮らしです。
　手先を使っての細かな作業が大好きで、「鶴折り」は、毎日の日課になっているそうです。
　久子さんの優しい語り口は、ご利用者様や職員に「笑顔」を届けてくれています。

「楽」�今日のおやつは何かな？
　　 楽しみです。

齋藤　久子様（大正13年5月8日生まれ）

「願」　出来ることは、自分で。が、モットー…。
『人の世話にならないようにすることが私
の願いです。』と、凛として話されました。

「謝」おはようございます。
　今日も、笑顔が素敵です。
　�「お母さん行ってきます」と、お嫁
さんへの感謝も欠かしません。

「動」1・2・3・4・5・・筋力アップの運動
頑張ってま～す。

「美」きれいなお花が、できました。

「大」�大きな風船にも「それー負けな
いわよー・・・」。

「作」　若いころ、公民館事業で習った貼り絵の作品です。
ず～っと飾っています。

シクラメンと愛らしいひよこさんです。花工房とやまゆり
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ありがとうございました
お寄せいただいた寄付金は、地域福祉向上のため
大切に使わせていただきます。

善 意 付の ご 寄 平成28年2月1日～平成28年3月31日受付分（順不同）

伊
達
支
所

藤

倉
　

道

次

	

様

橘

内
　

忠

明

	

様

鈴

木
　

勝

衛

	

様

佐

藤
　

敏

明

	

様

高

橋
　

朝

子

	

様

佐

藤
　

昇

一

	

様

遠

藤
　

雄

一

	

様

冨

田
　

栄

七

	

様

小

野
　

利

子

	

様

佐

藤

由

香

里

	

様

鈴

木
　

智

子

	

様

阿

部
　

幹

雄

	

様

梁
川
支
所

橘

内
　

　

俊

	

様

佐

々

木

由

一

	

様

秋

葉
　

暁

宏
	

様

小

副

川

信

吾
	

様

佐

藤
　

　

亨

	
様

谷

口
　

良

二

	

様

齋

藤
　

芳

裕

	

様

久

保

田

朝

弘

	

様

小

野
　

　

満

	

様

渡

辺
　

富

雄

	

様

遠

藤
　

　

明

	

様

梁
川
町
寿
ク
ラ
ブ
連
合
会	

　
　
　

 

カ
ラ
オ
ケ
の
集
い	

様

佐
藤
ヒ
サ
作
品
展	

様

髙

島
　

英

也	

様

に
っ
こ
り
ク
ラ
ブ	

様

石

川
　

　

忠	

様

一
般
寄
付

紺

野
　

友

一

	

様

原
　

ミ

サ

子

	

様

樋

口
　

浩

次

	

様

野

木
　

道

雄

	

様

安

田
　

　

廣

	

様

髙

橋
　

和

博

	

様

霊
山
支
所

齊

藤
　

浩

司

	

様

遠

藤
　

悦

夫

	

様

大

橋
　

賢

一

	

様

髙

橋
　

勝

弘

	

様

佐

々

木
　

賢

	

様

大

友
　

昭

雄

	

様

八

島
　

禎

幸

	

様

渡

邉
　

義

廣

	

様

大

波
　

一

典

	

様

菅

野
　

清

夫

	

様

塩

崎
　

　

覚

	

様

大

友
　

裕

紀

	

様

菅

野
　

弘

樹

	

様

佐

藤
　

義

光

	

様

渡

辺
　

富

男

	

様

月
舘
支
所

阿

部
　

義

己

	

様

高

橋
　

忠

吉

	

様

齋

藤

市

太

郎

	

様

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

梁川町寿クラブ連合会カラオケの集い　様 にっこりクラブ　様

石

井
　

伸

典

	

様

佐

藤
　

宣

雄

	

様

横

山
　

　

繁

	

様

伊

関
　

武

志

	

様

保
原
支
所

山

田
　

惠

子

	

様

清

野
　

福

也

	

様

栁

沼
　

輝

頼

	

様

佐

々

木
　

透

	

様

齋

藤

庄

三

郎

	

様

大

木
　

　

厚

	

様

倉

井
　

典

夫

	

様

藤

原
　

正

一

	

様

近

藤
　

吉

括

	

様

菅

野
　

文

助

	

様

髙

橋
　

英

一

	

様

野

田
　

耕

也

	

様

飯

沼
　

政

則

	

様

菅

野
　

智

宏

	

様

岡

﨑

ユ

キ

子

	

様

佐

藤
　

正

彦

	

様

西

戸
　

明

美

	

様

佐

藤
　

和

子

	

様

堀

江
　

洋

一

	

様

清

野
　

一

郎

	

様

南

澤
　

義

男

	

様

立

花
　

克

圭

	

様

石

井
　

英

雄

	

様

はーとふるだて　2016.47



行 事 予 定 内容についてはホームページでもご覧になれます

お問い合わせは本所・各支所へ

ほっと掲示板ほっと掲示板
インフォメーション 本　　所　☎ 576 − 4050

伊達支所　☎ 551 − 2139
梁川支所　☎ 577 − 7841
保原支所　☎ 576 − 4050
霊山支所　☎ 586 − 3463
月舘支所　☎ 571 − 1406

5月9日（月）梁川中央交流館
6月6日（月）霊山総合福祉センター

まずは電話で予約をお願いします

ふれあい福祉相談会相談は
無料 !

弁護士が秘密厳守で対応いたします。

日　付 曜日 事　　業　　名 場　　　所

５月 21 土 さわやかスポーツ大会 保原体育館

６月 14（火）〜23（木） 二人暮らし高齢者バス旅行 未定

6月8日（水）、15日（水）、18日（土）、22日（水）、29日（水）　手話奉仕員養成講座（保原中央交流館）
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退　職　者

平成28年2月29日付

　●佐　藤　秀　樹	 月舘デイサービスセンター生活相談員兼介護員

平成28年3月31日付

　●久保田　ヒサ子	 保原デイサービスセンター所長

　●石　幡　文　子	 伊達市社協ケアプランセンター所長

　伊達市内に住所を有する方で、身体障がい者手帳・
療育手帳・精神保健福祉手帳を取得・更新するために、
診断書を作成した方に助成を行っています。

●受　付
　市役所で手帳申請時に併せて対応します
　※必要書類…診断書（コピー）・印鑑・通帳（コピー）

●内　容
　おひとり１手帳に対して１診断書
　・助成額：診断書料の2分の1の額
　　（限度額5,000円で 100円未満切り捨て）
　 ・支給日：受付月の翌月10日（口座振込）
　 ・原則在宅の方で、施設入所者は対象になりません。

診断書料助成事業
●利用対象者
　�認知症・知的障がい・精神障がいなどにより、日常生活

上の判断に不安のある方

　※認知症の診断の有無､ 障がい者手帳の有無は問いません。
　※施設や病院に入所、入院している方でも利用できます。

●主なサービスの内容

●利  用  料
　・相談から契約までは無料です。

　・�契約後、サービスを開始してから1回1時間あたり1,200

円の利用料がかかります。

　　（1時間を越えると30分ごとに400円が加算されます）

　・�月1〜 2回のご利用が多いので、1ヶ月あたり1,200

円〜2,400円程度の負担が平均的な月額利用料です。

　・生活保護を受けている方は無料となります。

　・貸金庫を利用する場合、実費をいただきます。

●�本会では、利用料の半額助成を行っています。

　詳しくは、本所・支所窓口までご相談下さい。

あんしんサポート（日常生活自立支援事業）

福祉サービスの利用援助 福祉サービスを安心してご利用でき
るようお手伝いします

日常的金銭管理サービス 生活に必要なお金の出し入れをお
手伝いします

書類等の預かりサービス 通帳や印鑑など、大切な書類を安
全な場所でお預かりします

はーとふるだて　2016.4 8


